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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
バ
カ
と
テ
ス
ト
と
お
嬢
様

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
０
８
５
Ｙ

【
作
者
名
】

　
亜
己
那

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
年
生
に
な
っ
た
明
久
逹
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
軍
隊
育
ち
の
お
嬢
様
！
？

し
か
も
、
試
召
戦
争
な
の
に
召
喚
獣
を
使
わ
な
い
！
？

「
ど
ー
い
う
こ
と
だ
よ
　
が
く
え
ｎ
…
バ
バ
ア
長
！
」

「
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
言
い
か
え
た
ん
さ
ね
…
」

「
そ
れ
は
き
っ
と
、
明
久
が
観
察
処
分
者
だ
か
ら
だ
。
バ
バ
ア
長
」

バ
カ

「
…
も
う
い
い
さ
ね
」
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定

高
村
　
彩
乃

た
か
む
ら

あ
や
の

祖
父
は
海
軍
幹
部

父
は
、
軍
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト

母
は
、
某
テ
レ
ビ
局
の
会
長
の
娘

と
言
う
、
根
っ
か
ら
の
お
嬢
様

父
と
祖
父
の
影
響
に
よ
り
、
運
動
神
経
が
と
て
も
い
い

得
意
科
目
は
、
数
学
・
英
語
・
社
会
（
公
民
）

で
悪
く
て
も
３
０
０
点
は
取
れ
る

ほ
か
の
科
目
は
、
ほ
ぼ
２
０
０
点
台

今
回
は
、
勉
強
が
厳
し
い
自
分
の
家
に
反
発
し
て
わ
ざ
と
Ｆ
ク
ラ
ス
入
り
し
た
。

使
え
る
コ
ネ
は
全
て
使
う

外
見
は
、
銀
魂
の
ミ
ツ
バ
だ
が
、
性
格
は
お
て
ん
ば

吉
田
　
大
河

よ
し
だ

た
い
が

彩
乃
の
幼
馴
染
で
あ
り
許
婚

運
動
神
経
は
良
い
が
、
頭
は
悪
い

彩
乃
の
父
か
ら
、
彩
乃
を
守
る
役
目
を
頼
ま
れ
て
い
る
為
、
彩
乃
に
近
づ
く
者

に
は
体
罰
を
与
え
る

得
意
科
目
は
、
保
健
体
育
、
社
会
（
歴
史
）

で
４
０
０
点
は
取
れ
る

そ
の
他
は
１
０
点
取
れ
れ
ば
よ
い
方

外
見
は
、
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
　
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
の
ス
イ
ッ
チ
だ
が
全
然
冷
静
じ
ゃ
な
い

試
召
戦
争
は
あ
る
が
、
召
喚
獣
は
で
て
き
ま
せ
ん
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定
（
後
書
き
）

記
載
テ
ス
ト
と
意
気
込
み
「
あ
」

「
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
」
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お
嬢
様
き
た
る
！

文
月
学
園

新
設
校
に
し
て
、
現
在
世
間
で
最
も
話
題
を
呼
ぶ
新
技
術
“
試
験
召
喚
シ
ス
テ

ム
”
の
試
験
採
用
校
。

学
力
低
下
が
嘆
か
れ
る
昨
今
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
、
進
学
校
で
あ
る
と
同
時

に
最
新
技
術
の
実
験
場
と
し
て
も
知
ら
れ
る
学
園
。

そ
れ
故
、
数
多
く
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
文
月
学
園
へ
の
寄
付
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
な
の
が
、
海
軍
幹
部
　

え
ら
い
ひ
と

高
村
　
和
幸

た
か
む
ら

わ
こ
う

彼
の
寄
付
に
よ
り
、
文
月
学
園
が
成
り
立
っ
て
入
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

そ
の
た
め
、
彼
の
孫
娘
　
高
村
　
彩
乃
と
許
婚
で
あ
る
　
吉
田
　
大
河
も
当
然

文
月
学
園
に
入
学
し
た
。

２
人
と
も
成
績
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
２
年
の
振
り
分
け
試
験
で
も
当
然
Ａ
ク
ラ

ス
だ
ろ
う
と
皆
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
っ
た
。

し
か
し
今
、
そ
ん
な
２
人
の
目
の
前
に
あ
る
の
は
Ａ
ク
ラ
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
す

ク
で
は
な
く

か
び
た
畳
　
足
が
折
れ
た
卓
袱
台
　
綿
の
入
っ
て
い
な
い
座
布
団
　
チ
ョ
ー
ク

の
な
い
黒
板

そ
の
ク
ラ
ス
は

文
月
学
園
２
－
Ｆ
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通
称
、
『
バ
カ
の
集
ま
る
Ｆ
ク
ラ
ス
』

―
―
―
―
振
り
分
け
試
験
当
日
―
―
―
―
―

「
ほ
ん
と
に
い
い
の
か
、
彩
乃
」

「
い
い
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
大
河
、
絶
対
に
Ｆ
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
よ
！
」

「
俺
は
別
に
平
気
な
ん
だ
よ
。
た
だ
、
お
前
は
・
・
・
」

「
あ
の
ね
ぇ
。
私
は
も
う
お
嬢
様
生
活
な
ん
て
、
う
・
ん
・
ざ
・
り
な
の
！
こ

れ
か
ら
は
Ｆ
ク
ラ
ス
で
普
通
の
生
活
を
す
る
ん
だ
か
ら
」

し
ょ
み
ん

「
は
ぁ
・
・
・
」

黒
髪
の
少
年
、
吉
田
　
大
河
は
知
っ
て
い
た
。
こ
う
な
っ
た
彼
女
は
も
う
と
め

て
も
無
駄
だ
と

『
俺
が
、
お
父
様
に
怒
ら
れ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
Ｆ
ク
ラ
ス
に
は
お
前
を
狙
う

や
つ
が
多
そ
う
だ
し
』

そ
ん
な
大
河
の
思
い
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か

亜
麻
色
の
髪
の
少
女
、
高
村
　
彩
乃
は

「
い
い
大
河
。
全
部
の
問
題
に
ふ
ざ
け
た
解
答
を
書
く
の
よ
。
例
え
ば
・
・
・

問
題

『
調
理
の
為
に
火
に
か
け
る
鍋
を
制
作
す
る
際
、
重
量
が
軽
い
の
で
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
を
材
料
に
選
ん
だ
の
だ
が
、
調
理
を
始
め
る
と
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
の

と
き
の
問
題
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
代
わ
り
に
用
い
る
べ
き
合
金
の
例
を
１
つ
あ

げ
な
さ
い
』

『
問
題
点
…
…
ガ
ス
代
を
払
っ
て
な
か
っ
た
事

合
金
の
例
…
…
未
来
合
金
（
↑
す
ご
く
強
い
）
』
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み
た
い
に
ね
」

ノ
リ
ノ
リ
だ
っ
た

「
あ
れ
、
今
の
ど
っ
か
で
見
た
こ
と
あ
る
ぞ
！
あ
れ
だ
よ
ね
、
ア
ニ
メ
ぱ
く
っ

た
よ
ね
！
？
」

「
・
・
・
・
・
・
あ
っ
、
早
く
し
な
い
と
テ
ス
ト
始
ま
っ
ち
ゃ
う
よ
！
」

「
ス
ル
ー
か
よ
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

そ
し
て
、
冒
頭
に
戻
る

「
予
想
以
上
に
ひ
ど
い
な
」

「
え
え
。
で
も
大
丈
夫
よ
」

「
へ
ぇ
～
、
な
ん
か
策
で
も
あ
る
の
か
い
？
」

「
高
村
家
の
力
を
す
れ
ば
、
小
一
時
間
で
快
適
な
空
間
に
・
・
・
」

「
だ
め
！
ん
な
こ
と
し
た
ら
Ｆ
ク
ラ
ス
に
来
た
意
味
な
い
だ
ろ
」

「
そ
っ
か
・
・
・
」

そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
席
に
着
き
、
か
ば
ん
か
ら
荷
物
を
取
り
出
し
て
い
る
と

「
お
い
、
彩
乃
」

「
な
～
に
？
大
河
？
」

「
お
父
様
か
ら
伝
言
だ
」

そ
う
言
っ
て
、
茶
封
筒
を
手
渡
す
。

そ
こ
に
は
、
ご
丁
寧
に
『
高
村
　
彩
乃
様
』
と
書
か
れ
て
い
る

そ
し
て
内
容
は

［
Ｆ
ク
ラ
ス
入
り
お
め
で
と
う
。
そ
ん
な
彩
乃
に
私
か
ら
進
級
祝
い
を
あ
げ
よ

う
。
］
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［
文
月
学
園
の
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
一
部
屋
買
っ
と
い
た
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
］

［
こ
れ
か
ら
一
年
そ
こ
で
過
ご
し
な
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
父
よ
り
］

「
う
・
・
・
そ
で
し
ょ
」
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お
嬢
様
き
た
る
！
（
後
書
き
）

駄
文
す
い
ま
せ
ん
！

明
久
た
ち
は
、
次
回
出
て
き
ま
す
。
（
予
定
で
す
）

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
私
は
原
作
を
ま
だ
二
巻
ま
で
し
か
読
ん
で
な
い
の
で
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

感
想
、
コ
メ
ン
ト
、
レ
ビ
ュ
ー
、
評
価
全
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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お
嬢
様
バ
カ
と
出
会
う
！

「
う
・
・
・
・
・
・
そ
で
し
ょ
」

「
Ｆ
ク
ラ
ス
に
入
っ
た
の
、
相
当
怒
っ
て
る
な
」

「
だ
ね
。
あ
れ
？
ま
だ
続
き
が
あ
る
」

［
部
屋
は
一
つ
だ
か
ら
２
人
の
仲
を
こ
の
一
年
で
も
っ
と
深
め
ち
ゃ
え
！
彩
乃

！
　
　
母
よ
り
］

ビ
リ
ッ
　
ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ

「
な
　
ん
で
」

「
あ
、
彩
乃
？
」

ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ

「
何
で
大
河
と
一
緒
に
す
ま
な
き
ゃ
な
ん
な
い
の
～
！
！
う
っ
う
ぅ
」

「
彩
乃
、
泣
く
な
よ
～
！
俺
が
泣
か
し
た
み
た
い
じ
ゃ
ん
！
」

そ
れ
で
も
、
彩
乃
が
泣
き
止
む
気
配
が
な
い

「
あ
ぁ
～
、
も
う
。
彩
乃
、
一
回
保
健
室
行
こ
う
。
な
っ
？
保
健
室
で
休
も
う

？
お
い
、
お
～
い
」

「
・
・
・
Ｚ
ｚ
」

「
寝
て
る
し
～
」

同
棲
も
い
い
か
も
な

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
保
健
室
へ
向
か
う
大
河

と
入
れ
違
い
に
、

「
う
～
す
、
っ
て
誰
も
い
ね
ぇ
よ
な
」

赤
い
髪
の
オ
ス
ゴ
リ
ｒ
…
坂
本
　
雄
二
が
や
っ
て
き
た

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
３
０
分
後
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
っ
ん
」

「
お
、
起
き
た
」
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「
こ
こ
ど
こ
ぉ
～
？
」

「
保
健
室
、
お
前
は
今
ま
で
よ
だ
れ
た
ら
し
な
が
ら
爆
睡
し
て
た
」

「
誰
か
に
言
っ
た
ら
、
永
眠
」

「
わ
ぁ
っ
て
る
よ
！
誰
に
も
い
わ
ね
ぇ
。
ほ
ら
、
教
室
行
く
ぞ
」

「
う
ん
！
」

―
―
―
―
―
―
―
５
分
後
―
―
―
―
―

「
ま
だ
？
」

「
あ
と
、
５
階
上
だ
」

―
―
―
―
―
―
さ
ら
に
１
０
分
後
―
―
―
―
―
―
―
―

「
足
痛
い
～
」

「
あ
と
、
３
階
上
だ
」

―
―
―
―
―
―
―
さ
ら
に
１
５
分
後
―
―
―
―
―
―
―
―

「
疲
れ
た
～
、
こ
こ
広
い
～
」

「
文
句
言
う
な
！
ほ
ら
、
あ
れ
が
Ｆ
ク
ラ
ｓ
」

『
ダ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
リ
ィ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ン
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
私
、
行
き
た
く
な
い
」

「
奇
遇
だ
な
、
俺
も
だ
」

ガ
ッ
シ
ャ
ー
ン

「
帰
ろ
う
か
」

「
そ
う
だ
な
」

ガ
ラ
ガ
ラ

「
あ
っ
、
吉
田
君
に
高
村
さ
ん
。
今
、
皆
さ
ん
自
己
紹
介
を
し
て
い
る
の
で
君

た
ち
も
早
く
し
て
下
さ
い
。
」

「
「
・
・
・
は
い
、
福
原
先
生
」
」

ガ
ラ
ガ
ラ

「
皆
さ
ん
、
遅
刻
の
二
人
が
来
た
の
で
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
す
」

「
で
は
、
ま
ず
吉
田
君
か
ら
」
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「
は
い
、
吉
田
　
大
河
と
言
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
で
は
、
高
村
さ
ん
。
」

「
は
い
、
高
村
　
彩
乃
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

『
あ
ー
ー
ー
ー
ー
や
の
ー
ー
ー
！
！
！
』

「
福
原
先
生
、
一
つ
言
い
忘
れ
た
の
で
い
い
で
す
か
？
」

「
は
い
、
ど
う
ぞ
」

『
チ
ッ
！
』

「
彩
乃
に
近
づ
く
奴
は
、
俺
が
体
罰
を
与
え
る
か
ら
な
？
」

『
や
っ
て
み
ろ
！
』

「
福
原
先
生
、
私
か
ら
も
一
つ
。
」

『
な
ん
で
す
か
！
？
』

「
私
と
大
河
は
幼
馴
染
で
・
・
・
」

シ
ャ
ッ
（
カ
ッ
タ
ー
が
飛
ぶ
音
）

シ
ュ
ッ
（
大
河
が
よ
け
る
音
）

『
チ
ッ
』

「
許
婚
で
す
」

『
異
端
者
吉
田
　
大
河
を
こ
ろ
せ
ぇ
！
』

ド
タ
ド
タ
ド
タ

「
彩
乃
に
、
近
づ
く
な
！
」

ガ
ン
ッ
ガ
ン
ッ
ガ
ン
ッ
（
大
河
が
、
黒
装
束
の
奴
ら
を
ヘ
ブ
ン
へ
導
い
た
音
）

「
彩
乃
に
近
づ
く
な
と
言
っ
た
よ
な
？
」

「
あ
ぁ
、
言
っ
て
た
な
。
吉
田
。
俺
は
近
づ
か
な
い
が
」

「
お
前
は
、
坂
本
！
　
奥
さ
ん
は
元
気
か
？
」

「
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
？
」

「
霧
島
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た
。
私
は
雄
二
の
奥
さ
ん
だ
っ
て
」

「
翔
子
の
や
ろ
ぉ
」

「
あ
れ
？
雄
二
っ
て
霧
島
さ
ん
と
知
り
合
い
な
の
？
」

や
っ
て
来
た
の
は
、
吉
井
明
久

バ
カ

「
今
、
バ
カ
っ
て
言
っ
た
よ
ね
？
」

「
う
る
さ
い
よ
、
吉
井
君
。
」

バ
カ



12

「
い
や
、
う
る
さ
い
と
か
言
う
以
前
に
君
も
今
バ
カ
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
？
」

「
う
る
さ
い
よ
、
吉
井
君
。
」

バ
カ

「
あ
の
、
高
村
さ
ん
痛
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

吉
井
の
頭
に
は
彩
乃
の
鉄
拳
が
食
い
込
ん
で
い
る
。

彩
乃
が
手
を
離
す
と
、
吉
井
は
倒
れ
た

「
よ
っ
吉
井
君
！
？
」

「
吉
井
！
？
」

「
ふ
う
、
静
か
に
な
っ
た
ぁ
」
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お
嬢
様
バ
カ
と
出
会
う
！
（
後
書
き
）

わ
か
り
づ
ら
く
て
す
い
ま
せ
ん
。

目
線
と
し
て
は
、
大
河
っ
ぽ
い
感
じ
で
す
ね
。

次
の
次
の
回
に
は
、
戦
争
の
ル
ー
ル
乗
せ
た
い
な

感
想
な
ど
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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お
嬢
様
は
軍
隊
育
ち
（
前
書
き
）

完
全
大
河
目
線
で
す
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お
嬢
様
は
軍
隊
育
ち

「
ふ
う
、
静
か
に
な
っ
た
ぁ
」

「
彩
乃
、
俺
言
っ
た
よ
ね
？
」

俺
の
目
の
前
で
は
、
も
う
原
形
を
残
さ
な
い
吉
井
と
そ
れ
を
看
病
す
る

バ
カ

ピ
ン
ク
で
ロ
ン
グ
の
髪
を
し
た
巨
乳
と
オ
レ
ン
ジ
で
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
ペ
ッ
タ

ン
コ

「
何
か
あ
っ
た
ら
俺
が
お
前
の
代
わ
り
に
罰
を
与
え
る
っ
て
」

「
私
も
、
罰
を
与
え
た
い
！
」

「
バ
カ
い
う
な
！
お
前
は
、
兵
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
た
ん
だ
ぞ
！
」

「
大
河
は
、
次
席
で
し
ょ
！
首
席
も
次
席
も
変
わ
ん
な
い
わ
！
」

「
お
前
に
な
ん
か
あ
っ
た
ら
、
俺
が
困
る
ん
だ
よ
！
」

「
お
父
様
の
事
だ
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
は
私
た
ち
と
会
お
う
と
し
な
い
わ
よ
！
」

「
お
父
様
の
こ
と
じ
ゃ
ね
ぇ
！
俺
の
問
題
だ
！
」

「
夫
婦
喧
嘩
の
最
中
悪
い
が
、
ひ
と
つ
ぅ
ー
ー
ー
ー
ゴ
パ
ァ
」

坂
本
が
白
目
を
む
い
て
倒
れ
る
が
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
な
い

「
ふ
ざ
け
て
ん
の
？
坂
本
！
私
は
、
こ
ん
な
や
つ
と
夫
婦
じ
ゃ
な
い
わ
！
」

「
で
も
、
許
婚
だ
ろ
？
」

チ
ッ
ま
だ
生
き
て
た
か

「
彩
乃
！
霧
島
に
電
話
！
」

「
Ｏ
Ｋ
！
大
河
！
」

「
も
し
も
し
？
霧
島
さ
ん
？
私
、
彩
乃
。
お
宅
の
旦
那
が
さ
っ
き
か
ら
私
に
セ

ク
ハ
ラ
し
て
く
る
ｎ
」

「
・
・
・
・
・
・
雄
二
、
浮
気
は
許
さ
な
い
」

相
変
わ
ら
ず
早
い
な

「
翔
子
、
俺
は
お
前
の
だ
ん
な
に
な
っ
た
覚
え
は
な
い
ん
だ
か
？
」

ブ
シ
ュ

「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
、
目
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
」
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ざ
ま
あ
み
ろ

「
あ
の
ぉ
、
霧
島
さ
ん
と
坂
本
君
は
ど
う
い
う
関
係
な
ん
で
す
か
」

「
た
だ
の
「
夫
婦
」
」

「
違
う
か
ら
な
、
姫
路
。
俺
と
翔
子
は
た
だ
の
「
夫
婦
」
」

「
ふ
っ
、
夫
婦
・
・
・
」

「
だ
か
ら
違
う
っ
て
！
」

う
っ
と
う
し
い
や
つ
だ

「
霧
島
、
坂
本
は
今
か
ら
デ
ー
ト
に
行
き
た
い
そ
う
だ
」

「
吉
田
、
テ
メ
ェ
！
」

「
・
・
・
・
・
・
・
う
れ
し
い
、
雄
二
」

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ

―
―
―
―
―
―
―
―
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
―
―
―
―
―
―
―

ひ
と
段
落
し
て
、
俺
、
彩
乃
、
坂
本
夫
妻
、
吉
井
、
姫
路
、
ペ
ッ
タ
ン
コ
は
卓

袱
台
を
囲
ん
で
い
た

「
俺
か
ら
一
つ
聞
き
た
い
ん
だ
が
、
吉
田
達
が
行
っ
て
い
た
兵
学
校
っ
て
言
う

の
は
？
」

「
「
海
軍
兵
学
校
だ
／
よ
」
」

「
・
・
・
・
・
・
・
そ
れ
っ
て
、
潰
れ
た
は
ず
」

「
確
か
に
潰
れ
た
。
俺
た
ち
は
行
っ
て
た
の
は
海
軍
の
中
の
特
殊
部
隊
の
方
だ
」
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お
嬢
様
は
軍
隊
育
ち
（
後
書
き
）

今
回
は
本
と
読
み
づ
ら
い
で
す
！
す
い
ま
せ
ん
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

バカとテストとお嬢様
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
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ト
発
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あ
た
っ
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